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             大田区立道塚小学校 第２学年担任一同 

第２学年 保護者会資料 

１、１学期の様子 
 

○学習面  ○生活面  ○学校・学年行事  ○家庭での学習（宿題など） 
 

  ＊毎日の体調管理、生活科や図工の持ち物の準備など、日頃より保護者の方にご協力いただき、

ありがとうございます。学校行事等への温かな感想や言葉かけなどもいただき、とても嬉し

く思っております。２学期も学校行事や生活科での校外学習などございますので、引き続き

ご協力をお願いいたします。 

   

２、「あゆみ」について (詳細については別紙「通知票『あゆみ』について」をご覧ください) 
 

◆学習面…３段階評価（たいへんよい・よい・もうすこし）になります。 
 

◆行動面…おおむねできている場合に、○印が付きます。もうすこしの場合、〇はつきません。 
 

＊「あゆみ」は学習面や生活面において、子供たちを励まし、これからの成長につなげるため

のものです。３段階のどの評価になったとしても、成長の一過程としてとらえ、今後の学習

や生活に生かしていくことが大切です。 

＊「もうすこし」が付いたものに関しては、復習するなど、ご家庭でも取り組んでください。 
 

３、夏休みの過ごし方（「夏休みのしおり」もよくお読みください。） 
長い期間のお休みになります。夏休み本来の楽しさを大切にし、日頃できないような経験を

たくさんして、思い出に残る有意義な夏休みにしてもらえたらと思います。 
 

◎規則正しい生活 

『早ね・早起き・朝ご飯』を心がけ、２学期が始まる１週間前からは普段の生活リズムに戻 

すようにしてください。 

食事は自分の食べられる量を見極め、20分くらいで食べきれるように心がけましょう。 
 

相手や場に応じた適切な言葉遣いや、日々の挨拶なども習慣化できる良い機会です。 

◎健康な体づくり 

体調管理に気をつけ、夏季水泳教室など積極的に参加しましょう。 

◎安全に気をつけ、事故や怪我のない生活 

不審者への対応(いかのおすし)、防犯ブザーの携帯、子供だけでは自転車に乗らない（３年

生の自転車教室修了まで）、ヘルメットをかぶる、地震の際の避難場所や連絡方法の確認など

をしてください。 
 

◎遊びの内容・場所・時間を伝える習慣化 

「誰と・どこへ」を必ず伝える。帰宅時間を守る（５時の音楽が鳴る時には家にいること）。

子供だけの火遊び、お金を持っての遊び、繁華街や学区域外へ行くことは禁止 
 

◎学習の習慣化と基礎・基本の定着 

１学期の学習の復習、夏休みの課題など、家族で相談し、計画的に取り組むようにお声がけ

お願いします。（サマー学習会などもご利用ください。） 
 

◎家庭でのお手伝い 

毎日、役割をもたせ、続けられる仕事を一つか二つ決めて取り組ませましょう。 
 

◎たくさんの経験を 

夏休み時期だからこそできる経験をさせましょう。 

 

 



４、 夏休みの課題 
 

① 夏ドリル 

「夏キラドリル」(カラーの冊子)。丸付けまでご家庭でお願いします。間違いは赤鉛筆で直

させてください。「たしかめテスト」は冊子が終わった後で行い、ご家庭で丸つけをして、

間違えがあるものについては２学期までに更に復習をしておきましょう。（夏ドリルは提出

です。たしかめテストだけ提出しません。） 
 

② 絵日記 １枚 

A４サイズの用紙をお配りします。文章は鉛筆で、絵は色鉛筆やクーピーなどで色を塗らせ

てください。夏キラドリルに付いている一行日記の紙はご家庭で活用してください。 
 

③ 漢字検定 

受験希望級の過去の問題を２枚渡しますので、ご家庭で丸付けをしたものを２枚提出して

ください。 

④ 読書 

読書カードを配布します。読んだ本を記録してください。 

＊多摩川図書館など地域の図書館もご活用ください。読書の幅を広げられるように、様々な

分野の本に挑戦してほしいです。 
 

⑤ 野菜の観察  1 枚 

実の様子か、収穫後に食べた時のことを書かせてください。絵(色鉛筆かクーピー)と文章(実

の様子や変化したこと、どのようにして食べて、どう思ったのか…など)で表現させてくだ

さい。 

⑥ ※自由研究（任意） 

宿題ではありませんが、ぜひ取り組んでみてください。取り組む際は、下記を参考にお子さ

んとよく話し合って決め、手伝わず見守ってあげてください。また、作品展は行わず、提出

されたものは、学級で紹介してお返しします。 

【自由研究例】○図書館を使った調べる学習コンクールへの挑戦 

       ○そのほか、ポスターや作文コンクールへの挑戦 

       ○読書感想文・紹介文など 

       ○旅行記・思い出日記・体験作文 

       ○観察・実験・研究（身近なものや好きなものなどについて） 

○工作・絵画・手芸（身近な材料を生かした作品など）  など 

⑦ 持ち物の点検…夏休み中は、持ち物全てを持ち帰ります。２学期からも引き続き使いますので   
必ず、親子で一緒に点検をし、足りないものは補充したり、傷みのひどいものに

ついては新調したりして、2学期の学習が気持ちよくできるよう備えてください。

□で囲んでいるものは持ち帰りますが、その他のものは学校で保管します。 
絵の具セット  

パレット・バケツ・小さい雑巾（手ふき）をきれいに洗ってください。足りない色は補充してください。 

鍵盤ハーモニカ  

音が出るか、掃除用のガーゼまたはミニタオルはあるか、点検してください。 

ホースは、外も中もきれいに水洗いをしてください。 

道具箱  

色鉛筆またはクーピー、クレヨン、はさみ、のり(液体のり)、のり（スティックのり）、セロハンテープ、

算数ブロック、自由帳 

※不要な物は取り除き、中身の確認をしてください。色鉛筆やクーピーの補充もお願いします。 

筆箱・下敷き  

絵柄のない鉛筆 5本、赤鉛筆 1本、消しゴム（白）、マイネーム、 

じょうぎ（折りたたみでないもの）、下敷き（無地） 

野菜の鉢  

ペットボトル、名前の確認。途中で枯れてしまったら、植木鉢を空にして、９月１１日（月）までに学校

へ持ってくるようにお願いします。 

★全てに名前を書いて 

ください。 

 



    

５、その他のお知らせ 
 

★本の貸し出しについて 

  夏休み中、道塚ホールで借りた本（３冊まで）を持ち帰ります。失くさないように、ご家庭で保管して、

夏休み明けに絵本バッグと一緒に持たせてください。 
 

★夏季水泳教室・サマー学習会について  

 夏季休業期間中に夏季水泳教室・サマー学習会を行います。日程は以下の通りです。参加は自由です。

詳細は、別紙をご覧ください。 

＜夏季水泳教室＞ 

  前期：７月２１日（金）～７月２８日（金） ６日間 

  後期：８月２２日（火）～８月２４日（木） ３日間    計９日間 

 ※水泳教室にて、忘れ物や押印もれがあった場合、参加できません。２年生の水泳教室終了後、 

下校させます。その間、サマー学習会に参加させます。 

 

＜サマー学習会＞ 

 日時：7月２１日（金）～２８日（金） 

９：００～１１：００ 時間内で入退室は自由 

 場所：みちづかホール・視聴覚室 

             

★夏のワクワクスクール…７月２８日（金）～８月１日（火）、8月２１日（月）～2４日（木） 
※申し込み期間は終了しました。 

 

★８月２５日（金）全校登校日 

夏休み全校登校日 ８月２５日（金） 

※欠席する場合は、必ず事前に担任までご連絡していただきますよう、お願いいたします。 

   

登校時間：８時１０分～８時２０分    下校 １０時００分頃 

 持ち物 ：①あゆみファイル（コメントを忘れずに） ②夏休みの宿題（保護者会だより参照） 

       ③上ばき  ④防災頭巾  ⑤筆記用具・連絡袋 
 

 

★９月１日（金）始業式 
始業式：９月１日（金） 登校時間：８時１０分～８時２０分 ３時間授業 

 持ち物：筆記用具、道具箱 

 ※全校登校日に持ってきていない場合は、あゆみファイル、宿題、上ばき、防災頭巾をもってきてくだ

さい。 

 ※３校時は、避難訓練になります。１１時５分から、方面ごとに順次学校を出発し、集団下校します。 

 

★ノートについて 
ノートが足りなくなる場合には、年度当初に購入したものと同じ様式のものを各自ご用意ください。 

（2学期後半～3学期頃にはノートの仕様を変更していく予定です。） 

 

  国語・・・12マス×8行（十字リーダー入り） 

  算数・・・縦型左開き 横１２マス×1７行 

  連絡帳・・縦書きA5または B5サイズ（手帳のように小さいものは不可） 

 

 

 

 

 
 



★三角定規の購入について 

９月の算数科の「さんかくやしかくの形をしらべよう」の学習で、三角定規を使います。 

学校で購入を希望される方は、９月はじめに購入希望をとります。ご自宅にあるものでも、各自で購入

されたものでも構いません。 

 

 

＝ご自宅から持参するときのお願い＝ 

※目盛りがはっきり見えるもの・透明なものでお願いします。 

※三角定規は 2枚(直角二等辺三角形、直角三角形)のセットです。 

※ケースに入れ、必ず三角定規・ケース共に記名をお願いします。 

※直定規（15ｃｍ～18ｃｍ）も常に筆箱の中に入れさせてください。 

 

 

★家庭学習のすすめについて・・・別紙参照 

 
 


